
平成３０年度

滑津小学校だより
今も 昔も 本は子どもたちを支え続ける

読書で心が豊かになる
今年は、「朝の読書」活動が学校でスタートして30周年となります。

朝の授業前の１０分程度の読書タイム。

子どもたちと先生が自分の読みたい本を自由に読む、この読書活動は全国に広がっています。

１冊の本が持つ偉大なチカラ。

本の世界に入り込むことで、子どもたちは様々な経験をし、

人の気持ちに揺さぶられ、想像をふくらませるようになります。
気に入った本を繰り返し読むのでもいい。

そのたびに、お子様の中に大切な何かを育ててくれます。

本は、成長著しい小学生の子どもたちにとって大切な存在なのです。
（※Benesse 「子どもが読書好きになるヒントBOOKより転載」）

６月22日に人気絵本作家：サトシンさんに来校いただき、「サトシン流 絵
本ライブ！」を開催しました。多くの保護者の皆様にも参観をいただきありが
とうございました。このライブより、「絵本」でも子どもの心に訴えることが
できる、子どもに色々なことを考えさせる機会になることを分かっていただけ
たのではないかと思います。
（※機会ありましたらサトシンさんの｢ブログ」をご覧いただきますと、全国各地でご

講演されていることが分かります。是非、ご覧下さい。）

（ｻﾄｼﾝさんのｼﾙｴｯﾄ登場）
本校では、様々な啓発活動を進め、子どもたちに本と触れる機会を沢山持っていただこうと考えています。

そんな中、8月１日に今年度、全国学力・学習状況調査の質問紙結果が発表となりました。本校６年生は、

次のような実態であることが分かりました。

Q：学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書をし
ますか。（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）

２時間以上 １時間以上、 30分以上、 10分以上、 10分より 全くしない
選択肢 ２ 時 間 よ り １時間より 3 0分 よ り 少な

少ない 少ない 少ない い

滑 津 小 １３．６ ２２．７ １８．２ ３１．８ ４．５ ９．１
県 ５．８ １０．４ ２３．６ ２９．３ １５．４ １５．３

全 国 ７．８ １１．５ ２１．８ ２５．１ １４．９ １８．７

さて、２学期スタートにあたり、ベネッセコーポレーションの協力をいただき、子どもたち全員に「子ど
もが読書好きになるヒントBOOK」を配付しました。

まずは、親子で内容をお読み下さい。日本テレビ「24時間テレビ」等でおなじみの水卜麻美アナウンサー

が「小学校のときの楽しい経験が『本って楽しい』につながった」インタビュー記事が掲載されています。
その他にも、「家でも読書を習慣にするには？」「子どもが思わず本を手に、読み始める工夫」なども掲載さ

れています。楽しい内容です。

そして、最後のページに「読書のきっかけとなる１冊をプレゼント」があります。本校では、このプレゼ
ントを活用させていただき、子どもたちの発達段階に応じた図書の選択と読書のきっかけづくりをして参り

ます。全員が本を手に取り、読書に親しめるようにして参ります。

◆保護者の皆様へのお願い◆
・全員が本を手にできるように学校では考えています。添付のはがきに必要事項をお書きいただ

き、担任へ９月５日（水）までに提出いただけるようお願いします。全校生まとめて学校より投函
いたします。

（※お届け先には、ご自宅の住所の記入をお願いします。また、ごきょうだいの欄には、兄弟姉妹

の欲しい本を記入いただき、多くの本を手にできるようにお願いします。）
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小峰 光
今朝、２年生の女の子より
「私が育てたナスです。食
べてください。」といただき
ました。ありがとう。



学校司書との連携授業実践！

国語の授業の中で、学校司書の先生の専門性を活かす！
１学期に、５年１組、２組で国語科「本はともだち」単元で「知

らせたい本の紹介の仕方を知ろう」の学習をしました。その際、

日頃より、読み聞かせや図書紹介等でお世話になっている学校司

書：大塚和恵先生を国語の授業の中で、活かせないかを考えて授

業展開をしました。大塚先生は中学校国語科教員免許を所持され

ています。

子どもたちは「知らせたい本を紹介する」ことについて、今ま

で学習してきた「読書ゆうびん」「ポスター」「ビブリオバトル」を思いつきました。「本を選ぶとき何をみて選ぶのか」

を尋ねると、「帯」と「ポップ」を見て選ぶとの返答があり、そこで、「帯」と「ポップ」の違いをまずはノートに自分

の考えを記させ、意見交換をしました。すると、子どもたちは、「帯」と「ポップ」を書いている「視点は誰なのか」に

着目しました。「視点」が先に出たことに担任も驚きました。「視点」の違いが分かったことが凄いと思いました。

ここで、学校司書：大塚先生より、より分かりやすく２つの違

いを教えていただきました。その際、特殊な帯として、先日「サ

トシン流！絵本バトル」をおこなっていただいたサトシンさんの

絵本「ごめんなさい」の帯や「うんこ！」のシーズン毎に変化の

ある特殊な帯の紹介もされました。子どもたちにも帯の概念をく

ずす、大きさやシーズン毎に変わることに驚きがありました。

次に、「ブックトーク」をテーマを内緒にして行い「テーマを

当ててみて？」と４冊の本を提示しました。あえて、テーマを隠してやることで、４冊の

本に通じるテーマを考えさせました。テーマは「学校」でしたが、このような提示をする

ことで、子どもたちは、「フィクション、ノンフィクション、ファンタジー、短編集」の「本

のジャンル」を知ることができました。

図書を読み込んでいる学校司書：大塚先生だから表現できることが、随所に盛り込まれ

た授業が展開できました。

←←←そして今、教室前の廊下に、子どもたちの１冊の完成した「ホップ」が飾られてい

ます。機会があれば、来校の際にごらんください。

以下、省略。


